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◆ 原 著 
1)  Nanjo S, Nishikawa J, Miwa S, Mihara H, Fujinami H, Yoshita H, Ueda A, Kajiura S, Hasumoto Y, Ando T, Hosokawa A, 
Sugiyama T. Immune-mediated protein-losing enteropathy with Down syndrome. Intern Med. 2014; 53(20): 2301-5.  
2)  藤浪 斗，安藤孝将，吉田啓紀，細川 歩．ESD 処置具をマスターする JetB ナイフの特徴と効果的な使い方．消化
器内視鏡．2014；26(9)：1393-7． 




1) 北原英幸，野上達也，三澤広貴，荒井紗由梨，海老澤茂，渡り英俊，藤本 誠，藤永 洋，引網宏彰，高橋宏三，
柴原直利，嶋田 豊．自己免疫性膵炎による閉塞性黄疸に茵ちん蒿湯を使用した 2 症例．日本東洋医学雑誌．2014；
65(3)：202-9． 
2) 引網宏彰，三澤広貴，北原英幸，海老澤茂，渡り英俊，野上達也，藤本 誠，柴原直利，嶋田 豊．緑膿菌 アス
ペルギルス感染を伴う関節リウマチに漢方治療が有効であった 1 例．漢方の臨床．2014；61(7)：1099-104． 
3) 吉田啓紀，細川 歩，中田直克，鈴木庸弘，南條宗八，植田 亮，金 辰彦，三原 弘，安藤孝将，藤浪 斗，梶
浦新也，西川 潤，小川浩平，杉山敏郎．DCF 療法が奏効し根治的化学放射線療法で完全奏効が得られた進行食道
がんの 1 症例．腫瘍内科．2014；13(5)：669-73． 
 
◆ 総 説 
1)   細川 歩，吉田啓紀，中田直克，南條宗八，鈴木庸弘，植田 亮，金 辰彦，三原 弘，安藤孝将，藤浪 斗，梶




1)  Fujinami H, Hosokawa A, Kajiura S, Ando T, Sugiyama T. Direct spraying of Shakuyakukanzoto (TJ-68) on the duodenal 
papilla; a promising novel method for preventing post-ERCP pancreatitis. DDW 2013; 2013 May 18-21 ; Orlando.  
2)  Ando T, Hosokawa A, Nanjo S, Ueda Y, Akashi M, Ueda A, Mihara H, Kajiura S, Fujinami H, Nishikawa J, Sugiyama T. 
Comprehensive DNA methylation and extensive mutation analysis of gastric neuroendocrine carcinoma. Digestive Disease 
Week 2014; 2014 May 3-6; Chicago.  
3)  Ando T, Hosokawa A, Nanjo S, Ueda A, Mihara H, Kajiura S, Fujinami H, Hiroki Y, Nishikawa J, Sugiyama T. Molecular 
characterization of gastric neuroendocrine carcinoma based on extensive sequence variation and genome-wide methylation 
analysis. European Society for Medical Oncology (ESMO) 2014; 2014 Sep 26-30; Madrid.  
4)  Mihara H, Fujinami H, Tajiri K, Hosokawa A, Minemura M, Sugiyama T. PPI-induced suppression of TRPM6 and colonic 
H⁺,K⁺-ATPase expressed in colon epithelium can cause hypomagnesemia. 2014 Taiwan Digestive Disease Week; 2014 Oct 3-5; 
Kaohsiung.  
5)  塚田健一郎，安藤孝将，細川 歩，吉田啓紀，植田 亮，三原 弘，梶浦新也，藤浪 斗，西川 潤，小川浩平，
杉山敏郎．消化器における神経内分泌癌の治療法及び治療成績の現状．JDDW2014；2014 Nov 23-26；神戸． 
6)  明石桃子，安藤孝将，細川 歩，吉田啓紀，南條宗八，植田 亮，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，小
川浩平，杉山敏郎，北条荘三，吉田 徹，塚田一博．切除不能大腸がんに対する原発巣術後の転移巣増大と関連す
る背景因子の探索．JDDW2014；2014 Nov 23-26；神戸． 





8)  三原 弘（富山大学附属病院 第三内科），藤浪 斗，杉山敏郎．PPI 長期投与時に血清 Mg 測定は必要か．JDDW2014；
2014 Nov 23-26；神戸． 
9)  藤浪 斗，三原 弘，吉田啓紀，安藤孝将，梶浦新也，西川 潤，細川 歩，杉山敏郎．胃食道逆流症に対する PPI
の功罪．JDDW2014；2014 Nov 23-26；神戸． 
10)  安藤孝将，細川 歩，明石桃子，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，小
川浩平，北条荘三，吉田 徹，塚田一博，杉山敏郎．切除不能大腸がんに対する原発巣術後の転移巣増大と関連す
る背景因子の探索．第 52 回日本癌治療学会学術集会；2014 Aug 28-30；横浜． 
11)  吉田啓紀（富山大学附属病院 第三内科），細川 歩，中田直克，鈴木庸弘，南條宗八，植田 亮，金 辰彦，三原
弘，安藤孝将，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，小川浩平，杉山敏郎．DCF 療法が奏効し根治的化学放射線療法で
完全奏効が得られた進行食道がんの 1 症例．第 12 回日本臨床腫瘍学会学術集会；2014 Jul 17-19；博多． 
12)  元尾伊織，細川 歩，安藤孝将，吉田啓紀，南條宗八，植田 亮，金 辰彦，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西
川 潤，杉山敏郎．進行胃癌に対する S-1+Cisplatin 療法中に下痢を発症し カプセル内視鏡で多発性の小腸潰瘍を
認めた 1 例．第 103 回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2014 Jun 29；福井． 
13)  三原 弘，藤浪 斗，西川 潤，杉山敏郎．クローン病に対する小腸用カプセル内視鏡の有用性と安全性の検討．
第 10 回日本消化管学会総会学術集会；2014 Feb 14-15；福島． 
14)  西水俊准，三原 弘，植田 亮，藤浪 斗，安藤孝将，梶浦新也，西川 潤，細川 歩，杉山敏郎，佐藤幸浩．外
陰部潰瘍を伴った小腸型クローン病の一例．第 118 回例会消化器病北陸地方会；2014 Jun 15；福井． 
15)  安藤孝将，細川 歩，吉田啓紀，植田 亮，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，小川浩平，杉山敏郎．消
化器原発の神経内分泌癌に対する Amrubicin の治療成績．第 12 回日本臨床腫瘍学会学術集；2014 Jul 17-19；福岡． 
16)  三原 弘，南條宗八，藤浪 斗，杉山敏郎．クローン病の治療強化 減弱に小腸用カプセル内視鏡は有用である．
シンポジウム 1「CE のクローン病への適応と安全性」．第 7 回日本カプセル内視鏡学会学術集会；2014 Jul 27；東京． 
17)  安藤孝将，細川 歩，明石桃子，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，小
川浩平，北条荘三，吉田 徹，塚田一博，杉山敏郎．切除不能大腸がんに対する原発巣術後の転移巣増大と関連す
る背景因子の探索．第 52 回癌治療学会学術集；2014 Aug 28-30；横浜． 
18)  安藤孝将，南條宗八，細川 歩，吉田啓紀，植田 亮，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，杉山敏郎．胃
神経内分泌癌におけるゲノム網羅的メチル化解析及び遺伝子変異解析．Japan Digestive Disease Week (JDDW) 2014 
第 22 回日本消化器病関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
 
◆ その他 
1)  藤浪 斗．逆流性食道炎の診断と治療. NEXT シンポジウム；2014 Jan 19 ; 富山. 
2)  藤浪 斗．全身麻酔下食道 ESD. 第 30 回 ESD フォーラム；2014 May 23 ; 富山. 
3)  藤浪 斗．消化器内科領域におけるリコモジュリン○R の使用経験について. 富山県呼吸器関連集中治療ミーティン
グ；2014 Aug 22；富山. 
4)  三原 弘，倉石 俊，藤浪 斗．CE 読影支援を開始して／CE 支援拡充による医師負担軽減．第 13 回北陸小腸内視
鏡研究会；2014 Oct 31；金沢． 
5)  三原 弘，鈴木庸弘，Muhammad JS，山脇秀元，安藤孝将，藤浪 斗，細川 歩，杉山敏郎．TRPV4 活性化による
胃上皮細胞からの ATP 放出機構の破綻が H. pylori 関連ディスペプシアの一因になり得る．シンポジウム 1「機能
性ディスペプシアの病態～特に，H. pylori 関連ディスペプシアの観点から」第 16 回日本神経消化器病学会，第 8
回機能性ディスペプシア研究会，第 82 回消化器心身医学研究会，第 4 回 IBS 研究会 合同学術集会 2014；2014 Nov 
6-7；東京． 
6)  藤浪 斗．大腸 ESD の現況. 第 33 回 ESD フォーラム；2014 Nov 28 ; 富山. 
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